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第２回泉佐野市部落差別撤廃人権擁護審議会 会議録要旨 

開催日時 平成 27年 12月 11日（金）午前 10時～11時 45分 

開催場所 泉佐野市役所 4階 庁議室 

案件  (1)男女共同参画推進条例について 

 (2)その他  

委員出席者 神藤会長  立山副会長  岡田委員  藤里委員 

松浪委員  川﨑委員  中村委員  中井委員 

村田委員  舛野委員  中西委員  山中委員 

松山委員  井岡委員  沖西委員  細見委員 

事務局出席者 

（人権推進課） 

奥田人権推進担当理事 

南人権推進担当参事 

辻課長代理 

木ノ元主幹 

傍聴人数 ０人 

 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

  

○議事 

【会 長】  

それでは、本日の案件に移らせていただきます。議案（１）泉佐野市男女共

同参画推進条例（仮称）について、事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 （資料に基づき説明） 

 

【会 長】  

 ありがとうございました。かなりの分量になりますので、いくつかに分けて

進めていきたいと思います。その間お気づきになった点がありましたらご遠慮

なく出して頂ければと思います。 

 

【委 員】 

この愛称というのは、いわゆるサブタイトルですよね。 

 

【会 長】  

 はい。それはこの次に審議いただきますので、まず資料１の方をご覧になっ

てください。このことについてご意見、ご質問ありましたらお願いしたいと思
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います。主に今日までの経過、それから今後の予定についての説明がありまし

たが、よろしいですか？ 基本理念とあわせて。なければ、今出ておりました

資料に関する正式名称、それから愛称はこのあとまたパブリックコメントもお

願いしたいというような説明も付け加えられましたが、事務局、追加して説明

してください。 

 

【事務局】  

 パブリックコメントの時期につきましては来週準備を始めだして、予定とし

ては今月の２０日以降から１月２９日（金）までを募集期間とするような形で

現在作業の方を進めております。市民の皆様にお聞きする項目の方は、主に３

点考えております。まず、名称についてです。先程、委員様の方からご質問い

ただきました通り、名称につきましては具体的に正式名称、案１から案５を記

載し、良いと思われる名称に○印で囲っていただくような形式をとっておりま

す。同じく愛称につきましても、案１、案２を明記し、○印の方で記載してい

ただく。で、一番下の所に「愛称が必要でない場合はその旨記載下さい」とい

うような形で、パブリックコメントの方でも名称の内容を、意見を広く受け入

れたいという形で具体的に白紙ではなくてそういった○印で囲っていただく形

で作っております。２つめなんですが、こちらは条文についてという事でご意

見をいただく形のスペースを設けております。３つめなんですが、その他とい

う項目を設けまして、本市における取り組みですとか、自由に意見を書いてい

ただく形の内容の３つの聞き取りを今フォーマットを準備しておりますので、

また今日の会議でご意見いただきましたら、そちらの回答用紙にもまた反映し

た形で修正したいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

 

【会 長】 

正式名称を今、案として１から５まで。愛称については１、２とあるんです

けれども、もし皆さんの中でこれ以外に何かこれもパブリックコメントに付け

加えたらというのがございましたら出していただいてもいいという事ですね。 

 

【事務局】 

はい、ぜひよろしくお願いします。 

 

【委 員】 

堺市でこの条例ができた時に、このパブリックコメントを募集した時に、堺

市は正直に発表してるんですけれども、極端な意見では「男は男や、女は女や、

余計なことするな。」って。そして、「専業主婦を否定するんか」って何のこと

かわからない意見まであるんですね。正式名称の案５と愛称の案１ですが、僕

個人的には「男女」でも「女男」でも何でもいいと思うんですけど、この、女
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を最初に出したら、まあそれでなくとも「男女平等」とか「男女何」とか言う

たらまた始まったっていうようなアレルギーを起こす人が相当いるので、こう

いう喧嘩を売るような名称はやめた方がいいと思うんです。戦略的な・・・。

以上です。 

 

【会 長】 

という事は、表現はどういう風にしたらいいとかいう様なお考えあったら。 

 

【委 員】 

いや、本文読んでもらったら実はそんなことやないっていうのがわかってい

ただけると思うんですけど、最初にこんなものが出てくると、もうそれだけで

アレルギーを起こす人がいるので、あえてそういう名称の仕方はやめた方が戦

略的にいいんじゃないかと。 

 

【会 長】 

ということは、男と女と入れ替えようという？ 

 

【委 員】 

いやいや。 

 

【会 長】 

という事でもない？ 

 

【委 員】 

あえて女性を前に持ってくるのはどうかなということやね。 

 

【会 長】 

そしたら、ここに出てるような「男女」という表現をすべて消した方がいい？ 

 

【委 員】 

いやいや、もう普通に「男女」で。 

 

【委 員】 

今言ってるのは男側の意見やと思うんですよ。女性側からしたら例えばこれ

についての意見が何かありますか？ 我々が男側としたらついこんなこと言い

たいと思うんですけれども、女性側としたらどうですかというのを一度聞いて

みたいです。 
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【委 員】 

ぜひご意見聞かせていただければと思います。 

 

【委 員】 

あえて女の人を前に立てているっていう事はわかると思います。それはどう

してかというと、私たちがゲストティーチャー事業で学校に行っても、まだ、

いまだに時々、「女の子から今日は先に行くわな」って言ったら、小学生の子が、

「何で今日は女が先？」って言うわけです。それはおかいしいですよね。それ

は長年こうやって「男・女」、男が先、女が後っていうふうに綴って日本の社会

では多くそういう風なことが現実やってきた積み重ねでそういうふうに、今の

子ども達でさえそういう事になってしまってるわけです。そこで起こっている

事を今から私達もこの条例で、ちゃんとしっかり「男・女」っていうのではな

くて、人それぞれ一人ずつっていうふうに見ようね、という事でやってるわけ

です。確かにアレルギーって言われたらそういう人が最近までも、いたと思い

ます。女性センターに対してもたくさん色んな怖い意見とかね、色々と言われ

たことも多々ありますが。多分最近はかなり減ってる感じですが、まだでもあ

ります。やっぱりまだ思ってはるんです。アレルギーを起こされる人がいてる

んちゃうかっていう心配をされてるわけです。でも、あえて私なんかはやった

方がいいんじゃないかっていうふうには思います。 

こういうふうにして、こういう時やからこそ、やっていかないと何も変わっ

ていかないんじゃないかっていうふうに私は思ってて、チャンスやと思います。

そういう意見がもしあるならば、あったらあったで聞けばいいと思うし。そう

いう意見がどれぐらいあるのかもわかるやろうし、聞けばええかなというふう

にも実は思っていて。確かに、どんな事でも前に進めていこうと思う時には、「い

や、そんなんあかん」とか嫌がられる方がおられます。だからと言ってそれを

聞いてたんでは全く何も前に進んでいかないっていう事になっていくから、や

っぱりあえて私はこういう事も意見として、こういう事を進める時には書いた

方がいいんじゃないかなっていうふうには思っています。 

 

【委 員】 

八尾市で、お母さんとお父さんが育児参加の講座があるんですけど、それで

初め「パパママ教室」にしようっていう話だったんですけど、それを逆に「マ

マパパ教室」にしたら？ っていう様なことで、初め、「いや、パパが先や」と

いう議論があったんです。それで一応「ママパパ」にしようっていう事になっ

て、それが一番受けたんですね。一番男性の参加が多いんです。どんな講座や

るよりも、「ママパパ教室」の方が何か行きやすいみたいです。それから泉佐野

はこの「女」と「男」で「ひとひと」とあえて読ませるという事をここ２０年

ぐらいやってきてはるんですね。私も自治体でいろんな所に行って泉佐野が「ひ



- 5 - 

 

とひと」やってるから、使いたいというのが色々あるんですよ実際に。でもそ

れは泉佐野がやってるからあきませんというんですが。まあ、「ひとひと」わり

と定着してるんじゃないかなというふうに思うので。あえてね、喧嘩売るんか

っていう意見もあると思うんですが、まあいいんじゃないかなと。これが多く

集まれば、それはそれでまた色々考えていけばいいので、いいんじゃないかな

と私も思います。 

 

【会 長】 

これまでの男子中心社会に一石を投じると言いますか、そういう様な事にも

これからの社会を見据えた時にそれにも繋がっていくであろうと。より良い方

向に繋がっていくという事であれば、あえてこの機会に入れていった方がいい

という様なご意見かなあと思うんですけど。他にございませんか？ それでは

次のページに移らせてもらってよろしいですか。 

 

【委 員】 

このまま出すんですか？ 今この中でこれどうやってという話が出てるのに。

聞くだけ聞いて、次行きますって言うたら、この件についてどうするんですか？ 

 

【事務局】 

今、案５までは「ひとひと」という事で「女・男」ということでありますの

でね、今の委員さんの意見もそうですけども、やはり逆風というか何かを感じ

る方もいらっしゃると思います。もし、パブリックコメントでもう一行○印だ

けじゃなくて、もう一つでも二つでも自由記述を設けさせていただいて、正式

名称を思うところをお書きいただくというのはいかかでしょうか。今、事務局

に各委員さん達にまとめさせていただいた案を５プラン用意してございますが、

それ以上にもっともっとこういうのがいいんじゃないかっていうのを正式に書

き込み等でいただければと思います。その中でまた新しいご意見が出てきたら

ありがたい事だと思っておりますので。 

 

【委 員】 

今まで「ひとひと」でずっと続けてきてて、何かありましたか？ 

 

【事務局】 

いえいえ、そういう意味じゃないです。 

 

【委 員】 

「ある」「ない」じゃなしに、今こういう意見があったっていう事に対して、

「はいわかりました。次いきましょうか。」って言ったらこれどうするの？ と
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いうことです。それを聞いてるんです。今ここで出た意見に対して、どうしま

すかっていう事を言うてるだけです。聞くだけ聞いて、「そうですか」って言う

んやったら何のために意見言うたかわからないし会議する必要ないやん、と思

います。せっかく意見言うてくれてるんやから、それはそれなりにやっぱりわ

かってもらえるようにしてもらわないといけないと思います。 

 

【委 員】 

あの、これは案として出て、パブリックコメントで出て、それを受けてもう

一回やるんですよね？ 私達。で、やって色々意見が出て、で、私達はこれだ

という感じで。 

 

【委 員】 

いいですけどね、これ愛称２つじゃなしに、例えば今言うたようにもう１こ

付けるとか。これ２つやったらどっちか選べっていう事になってしまうし。 

 

【事務局】 

愛称についてもまた・・・ 

 

【委 員】 

またそれ付けてくれるっていうんやったらそれで結構ですよ。そういう方向

にもっていかんと、せっかく意見言うてくれてるのに何の意味もない。 

 

【事務局】 

はい。そういう形でさせていただきます。 

 

【会 長】 

今、事務局から修正案が出てるんですけれども、そういう事でよろしいです

か？ 正式名称として案６、愛称についても案３としてそれぞれ自由記述の欄

を設け、そういう形でパブリックコメントへ出していくという事です。よろし

いですか？ そうしたら、パブリックコメントについての正式名称・愛称につ

いて論議いただきましたが、次、条文について見ていってほしいと思います。

次ページめくっていただきまして、まず前文の所ですけれども、ここの所の記

述について何かお気づきの点ございませんか？ 初めに国の流れ、そして泉佐

野市の流れ。で、最近の課題、そしてまとめとして太い所が主に心豊かな未来

をつくるまちづくりを進めていきたいという事ですけれども。 

 

【委 員】 

これ多分、他の各市、地域が出てきますね。その関係も含めてこういう文が
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あると思うんですが、そう理解したらよろしいですか？ 

 

【事務局】 

そうですね。 

 

【委 員】 

それでね、ちょっと気になるのは、例えば最初の行に「法の下」ってありま

すが、これをただのひらがなにするとかね。何か、「下」「下」って気になるね。

読むのは「もと」って読むんですよ、読むんやけどね。さっきからずっとこう

見ているとね、そういう箇所が何か所かあったと思うんです。例えば（５）番

もありますね。「家族を構成する者が、相互の協力と社会の支援の下に」って。

これ「もと」でしょ。これ、何で「下」って書くんかなって思ってちょっと気

になって。ひらがなの「もと」じゃあかんのかなあと。まあ、他にもあると思

うんですよ。  

 

【事務局】 

はい。おっしゃる通りで、いろんな方が読みやすい、理解してもらいやすい

形の表記っていうのを全体的にもう一度パブリックコメント前に、手直しをさ

せていただきたいと思います。今おっしゃっていただいた前文の、おっしゃっ

ていただいた法のもとも、平等のもともひらがな表記で訂正をさせていただき

たいと思っています。 

 

【委 員】 

他、各市もこれ「下」になってる。 

 

【事務局】 

ただ、それは泉佐野市の特色と捉えまして、そういった内容で考え方で全体

的に読みやすい、理解してもらいやすい表記っていうのをもう一度手直しをし

ていきます。 

 

【委 員】 

いや、だから共同参画やから何か、もとが何で下なんやろう。そういう風に。

例えばね、この１８条ありますやん。こうずっと見ていくと、「あらゆる差別的

取扱い」っていう表現なんですね。 

 

【事務局】 

はい。 
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【委 員】 

「差別的扱い」じゃあかんねんな？ ちょっとまあ、気になったとこで。 

 

【会 長】 

はい。今出てるような表記についても、ご指摘いただいたらと思いますので

遠慮なくよろしく。 

 

【事務局】 

はい。 

 

【委 員】 

内容によるんですけど、２行目の所「様々な取組」の「み」がぬけてると思

うんですが、ひらがなの「み」が抜けてる部分が一つ。それから私の意見なん

ですが真ん中あたり、「しかし根強く残る固定的な性別役割分担意識や」という

文章の所なんですが、「根強く残る固定的な性別役割分担意識」というのがちょ

っと表現的に市民さんに伝わるかどうかなと思いまして、それをもし変えると

するならば、ドメスティックバイオレンスの後、パワーハラスメント等の所に

「パワーハラスメント等根絶に向けて解決しなければならない課題が多く残さ

れている」とか、ちょっとこうわかりやすくした方がいいかと思います。 

 

【委 員】 

関連するんですけど、今おっしゃってた、「もと」とか、なかとかっていうの

はひらがなに今新聞でも両方使ってるところあるんですけど、「中」とか「下」

とか「元」とかっていうのはひらがなにやり直して、取り組みというのが「み」

が入る場合と取り組まねばならない、それから「取組」という名詞の時があり

ますね。これちょっと統一して表記を整えていただくという。 

もう一ついいですか？ この、パワーハラスメントというのは文意としては

用語解説してないんですね。だから、それは自明だという事でないのか、ある

んだったら書くんだし、ここにパワーハラスメントがいらないのだったら書か

なくていいし。ちょっとそこらへん。それともう一つすみません。これ、検討

委員会でも議論になったんですけど、会長はかなりこの格調高くという事を思

われて私もそうだと思うんですけど、前文を「ですます」にしたらどうかいな

という事を私はちょっと思ってまして、「ですます」でもう一度書き直してみた

ら、もう少しちょっと親しみやすくなるとちょっと思ったんですけどいかがで

しょうか？ 

 

【会 長】 

はい。いくつか出ましたけれども。関連してご意見ございませんか？ 
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【副会長】 

これは、市民さんにもこれから聞くんやね？ その場合にこのドメスティッ

クとかセクシュアルハラスメントとかいうのね、下にカッコして年寄りでもわ

かりやすい様な、カッコ書きをちょっとつけといてもらったら年寄りの人も意

見出せるんじゃないかと。こういうカタカナばっかりだとね、ここにいてる人

は大体わかってるんやろうけども、一般市民さんには具合悪い。やっぱりその

内容を日本語で意味を書いといてやっといてくれたら、年寄りの人なんかもわ

かるやろう。多分、このカタカナなんかは一般の人はわかりにくい。 

 

【事務局】 

今いただきましたご意見ですが、本文の第２条の定義の中にその個々の説明

が書いておる所なんですが、確かにおっしゃっていただいた通りすぐには理解

しづらい所があるかと思います。で、まずもって、本文前文の真ん中ですね。「し

かし根強く残る」のこの段落につきまして、委員様の方から入れないといけな

いのかなあというご意見もありましたので、もう一度そこの段落につきまして

は、構成をもう一度検討したいと思っております。ありごとうございます。 

 

【会 長】 

関連してパワハラの事についても、意義の中に定義の中に第２条の中に入れ

ていく方がよろしいですね。他にございませんか？ 

 

【委 員】 

すいません。前文の所の７行目かな？ 社会基盤づくりを推し進められてい

る所である。「が」とちゃうん？ 「を」の所。ちょっとこのままでは文章がお

かしい。 

 

【事務局】 

おっしゃる通りで。はい、ありがとうございます。「を」を「が」に訂正させ

ていただきたいと思います。 

 

【会 長】 

他にございませんか？ 先程、前文の所はもうちょっとソフトになるように

敬体文で書いた方がどうだろうかという様なご意見もありました。それについ

てもご意見がありましたらお願いしたいと思いますけども。もう、常体の文章

で書いているという事で見た感じの印象として硬いといいますかね。 

 

【委 員】 
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硬いですね。「ですます」の方が読みやすいんちがいますか。 

 

【委 員】 

すいません。パブリックコメントね、手法というのは、やり方というのはど

ないしてやりますん？ インターネットで？ 

 

【事務局】 

泉佐野市のホームページにまずパブリックコメント募集というのがトップペ

ージにありますのでそこにリンクをしまして、インターネットからでも意見を

メールなりで返信を送っていただくようにする。もしくは、市役所の人権推進

課。で、２階の情報公開コーナーは総務課が担当なんですが、そちらの方で資

料をお渡しして回答用紙ももちろんお渡しして、期日までに提出をしていただ

く。各施設、いずみさの女性センターでも同じく配架・配布という形を、そし

て市民交流センターの方にも置かせていただきたいと思っておりますので、そ

ういった形で広く募集を求めていくっていうのが泉佐野市のパブリックコメン

トの手法ということで。 

 

【委 員】 

それは、市報かなんかに載ってそういうふうにやるわけですか？ 

 

【事務局】 

検討委員会を１０月、１１月と重ねてきまして、その時点でずれ込む可能性

もありましたので、市報にエントリーするのが２か月前になるんですけど、ち

ょっと間に合わなかったんです。ですので、ホームページとそれぞれ各女性セ

ンターで講座を開催していますので、その時のチラシとして折り込み資料で入

れさせていただいております。市報は残念ながら期日が間に合いませんでした

ので。 

 

【委 員】 

その、施設の数とかね、せっかくええもの作って市民からたくさんの意見を

もらうためのパブリックコメントなんで、関連施設を何か所にするんやとか。

で、例えば、高齢者なんかが意見を言いやすい様な環境整備みたいなのを。果

たして２階まで上がって総務に行って紙取りにいくんかなあとか、何かそこら

へんのね。ちょっとね、わかりやすい、出しやすい環境整備が必要なのが１つ

と、今までの泉佐野のパブリックコメントの傾向というか、どれぐらいあるん

ですかね？ 今わかります？ 

 

【事務局】 
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前回のパブリックコメントは人権推進課におきましては、ひとひとプランを

作成する際にパブリックコメントを出していただきました。その際は、市報で

告知期間を設けましてホームページ、あと窓口で書面を置いていただいたんで

すけれども、残念ながら７件ほどしか。ちょっと７件というのは残念なお話で

ございましたが、ただ、件数は少なかったんですけれども、しっかりと読み込

んでいただいて書き込みの多い投書を出してもらっています。 

 

【委 員】 

だいたいそういう件数がそれぐらいな時にどんな書き込みで、１０件ぐらい

あるかないか？ けど何か、広報っていうか啓発考えた方がええですね。 

 

【会 長】 

女性センターに出入りしてる人達とか何かそういうグル―プに特にご意見求

めるとかそんなことは考えておられませんか？ 

 

【事務局】 

今おっしゃっていただきました意見は、第２回の検討委員会でもいただいて

おりまして、その会議のあと早速館内にポスターを掲示し、また、本庁の人権

推進課にもポスターを掲示しまして、それぞれいくつかの事業がその後開催さ

れたんですが、折り込みチラシという形で「今条例を作っています。広く意見

を求めていきますので、ご協力お願いします」という形で、今の時点において

もＰＲの方をしております。ただ、どれだけのご意見がいただけるかという所

につきましては、事務局の方でより多くの方が出しやすい出し方をもう一度検

討の方を進めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

【会 長】 

折り込みチラシというのは市報への折り込みというような意味？ 

 

【事務局】 

講座です。 

 

【会 長】 

公民館とかセンターとかそういう辺りでの講座ということ？ 

 

【事務局】 

はい、そうです。 

 

【会 長】 
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ざっとそこに出入りしている方々いうたら何人ぐらいあるんですか？ 月に

１回しかないという講座もあるでしょうけれども。 

 

【事務局】 

現在、いずみさの女性センターに登録していただいているグループさんは、

７つなんですね。それぞれのグループさんに会員さんの方が１０人前後、多少

のずれもあるんですが。そういったところで１００人弱ぐらいの方が一般利用

の方ももちろん、図書の貸し出しの方でもございますので、そういった方々に

広く意見を求めていくのを主軸に考えている所です。 

 

【会 長】 

あと、公民館とか北部とか南部のセンターへ出入りしている方々にもお渡し

するという事ですね。 

 

【事務局】 

はい。 

 

【委 員】 

ちょっとすいません。議会等の日程なども含めて進んでいって平成２８年７

月に条例が確定されるという流れになってるんですね。で、ここでいう第１３

条で広報啓発などのとこで、いわゆる相談体制、支援策というとこらへんの保

守が記述されてるんですけど、まさしくさまざまな問題が発生した時に初期対

応とか相談とかすごく大事だと思うんですけど、この相談を受ける人というの

は、今もうその体制なんかはできあがってはるんかな？ 

 

【事務局】 

人権推進課と致しましては、人権推進課中心に泉佐野市相談事業連絡会議と

いうネットワークが２０部署設けております。そちらで相談内容に応じまして、

より専門的な内容もありますので連携しつつ、相談を迅速に、そして寄り添っ

て相談対応していきたいと思います。そして、女性センターを中心に女性のた

めの電話相談、あるいは面接相談も実施しておりますので、個別対応も予防も

含めて迅速な対応の中、あと将来的にどうしようかという様な相談も対応して

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 

【委 員】 

今言われている２０部署っていうのは公務員の方？ 

 

【事務局】 
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はい、そうですね。公務員です。相談員として活動している職員、非常勤さ

んですね。 

 

【委 員】 

で、女性センターの方は当事者という事で民間で相談を受ける？ 

 

【委 員】 

はい。研修を受けたメンバーが相談にあたっています。相談員に。 

 

【委 員】 

できたら、そういう研修制度なんかも広めてもらって一般市民で受けて相談

委員になれるみたいな、仕組みみたいなんを作っていかはったらええんちゃう

かな。 

 

【委 員】 

何年か前にものすごいきつい１年かけて研修させられましたので。 

 

【委 員】 

１年あるんですか？ 

 

【委 員】 

約１年。あの時は半年、ものすごい長かったです。それのメンバーが今残っ

てて、１０数名。ずっと残ってます。やっぱり、やっただけの事はあるなあと

いう研修でした。かなりきついです。やっぱり人の話を聞いて、出れるための

勤務意識をしっかり持たなあかんし、ということで日々私達も最初はみんな初

めてやから錯誤しながら今にあるんですけど、電話相談は増える一方です。女

性のためのっていうふうに掲げて電話相談しても、やっぱり家族で電話してき

たりとかたまに男性の方からも聞いてほしいとかいうのもあったりして、相談

というのは年々増えてると思います。 

 

【委 員】 

相談員を何人めざすみたいなとこらへんの旗なんかも作ってもええかもわか

りませんね。策定の段階に合わせて。 

 

【委 員】 

ねえ。あの頃はお金あったんやわ。研修するの１年かかってたから私らも。

今はそれがなかなかできないという現状が多分あると思います。 
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【会 長】 

１８条にも関わって相談体制とか相談員制度の充実とかご意見ありましたら。 

 

【委 員】 

すごく今のこと大切だと思うんです。「相談しても大丈夫かな？」とか、ある

いは「プライバシーが漏れへんか」とか、そういう事がありますからやっぱり

相談しやすいシステム、それからやっぱりしっかりその市のどこの部分が責任

を持つという明確に責任体制とか、そういうものも含んだシステムを、ここに

一応第１８条に書いてありますけど、そういうシステムを具体的に作ってもら

わないと、なかなかこう機能しないですよね。 

 

【委 員】 

ただね、プライバシーっていう話出たけど、今朝の新聞見たんやけど、プラ

イバシーのために、隣で住んでたんやけどぜんぜん身寄りなんかないからわか

らへんから、救急車で来てどこ行ったんて聞いても教えてくれへんっていう様

な中でね、今例えば女性センターで相談があった時に、こんな相談あるんやで

っていう事をちょっとわかってもらわんと、一般の人に。私らどんな相談して

どんな答えたんかっていうのを全然わかりませんやん。その人らだけがわかっ

てても、本来これ本当に皆さんにわかってもらおうと思ったら、こんな相談あ

るねんでっていう事を何かの形で出してもらわんと。ああ、これやからこれを

せなあかんねやなっていう風に持っていかんと、どんな相談を受けても他の人

は全然わからへん。何の相談あるねやろなあとかってなってきた時にね、受け

てる人はわかっても、あとの人はわかれへんかったらそれはそのままやし。そ

れはプライバシーがあってとか、その人をいわゆるこういう相談があるってい

う様な、女性に対してこんな事があるんやでっていうのがわかったら、これが

ためにこれがあるんやなっていうのにもなっていくんちがうかなと思うんやけ

ど、どうやろう。 

 

【委 員】 

誰々がこんなことしたっていうのは絶対ないんやけど、大まかに何件ぐらい

こういう相談があってというのは集計的には出ますよね。出てると思います。

やっぱり、今ここにおられる委員さん達は多分ご存じと思うけど、ＤＶの相談

であったりとか、社会一般的に多い相談っていうのはまさに泉佐野でも同じよ

うな事が起こってるっていう風に思ってもらったらいいと思います。 

 

【委 員】 

それでね、実際例えば女性相談こんなけあって、１年でこんなけあって、こ

のうちＤＶやとかあるいは子どもやとかちょっと分けて。で、何件ありました、
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まあ１年で４００件ぐらいあるんですよ、だいたいどこの市でも。そのうちだ

いたい半分ぐらいはＤＶで。そういう風なことは、男女共同参画なり審議会な

んかに毎年報告しなければならないて書いてあるんですよ。だから、毎年報告

してるんです。だから、そういう仕組みまで作れればいいんですけどね。 

 

【事務局】 

事務局の方から補足です。今、おっしゃっていただいた通り、泉佐野市にお

きましても、７月開催しました人権擁護審議会の添付資料という事で、いずみ

さの女性センターの昨年度の事業報告書をお渡しさせていただいております。

で、そちらの方のページの中に電話相談及び面接のカウンセリング相談の件数

とジャンル別、そういった項目を過去５年間分入れておりますので、またご覧

いただければありがたい。 

 

【委 員】 

 見に行かないといけない？ こっちから。 

 

【委 員】 

だから、そういうシステムを作ればね。 

 

【会 長】 

具体的に、市民のためになる、生きて働くというシステム作りが非常に大切

だという様なご指摘がありました。それに繋がる条例というか、それを作って

いかなければならないと思うんですが。 

 

【事務局】 

女性センターの資料で統計的にはジャンルごとにはしておりますけども、実

際相談を聞いている側としましては市内であってでもですね、個別のお名前と

か地区名とかまでもやはり個人が特定できるおそれがある相談事案がございま

すので、そういった事案については公表を控えさせていただいております。関

係機関のみの情報という事でさせてもらっているんですけれども。市外で起こ

った事案につきまして、市外からの講師を招いて同様な相談事案というのが他

市でもございますので、そういった個別の相談の研修の場におきまして、講師

さんからお話を聞くという機会は女性センターはじめ人権推進課あるいは障害

福祉総務課さん等で実施しておりますので、市内に発生したことは出せません

けども、同じフィルターの中で通したお話を研修等を通じて感じ取っていただ

いたら、大切に考えていただくというような事は研修形式ではやっております

ので、よろしくお願いします。 
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【会 長】 

はい、それで条文についてですけれども、前文から目的、定義、基本理念、

そこらあたりについてはよろしいでしょうか。あと、市の責務、市民の責務、

事業者の責務といったあたりで教育関係者の責務等についてお気づきの点があ

ったらお願いしたいと思いますけど。 

 

【事務局】 

はい。前文の方になるんですが、先程、口調なんですけども、「ですます調」

にした方がわかりやすいのではないかというご意見いただきまして、やはり第

２回の検討委員会でも同じ意見があがってきたところです。いろんな考え方が

あるかと思いますので、できればもう少し人権擁護審議会の委員の皆様のご意

見を、口調をどういう形でどちらの方にあわせるか、ご意見をいただければと

思いまして。すいませんが、ちょっと中断させていただきました。 

 

【会 長】 

さきほどから敬体の方がいいだろうというようなご意見があがっております。

他の皆さん、うなずいている方が多いようですけど。 

 

【委 員】 

わかりやすくてね、やっぱりやさしい方がいいんじゃないかと。 

 

【会 長】 

という方向で、敬体文でお願いします。また、それもパブリックコメントの

中の議題の１つにしといてもらってもいいと思うんですけど。あと条文につい

てですね。１８条の件も出ておりましたけども、表現とか書き方とかそういう

あたり何かご意見お気づきの所ございませんか。 

 

【委 員】 

すいません。事務局の方に質問なんですけど、いわゆるその男女共同参画社

会を推進するための責務者って主体がありますよね。これ自治体によっていろ

いろあるんですけど、教育関係者入れてない所もあるしね。町内会とか自治会

とか入れてる所もある。あれ、一体どういう基準でやってはるんかなと思って。 

 

【事務局】 

はい。今のご質問に対しまして、おっしゃる通りです。本市におきましては、

本文の中の第２条の定義の方に（４）事業者という文言が入っております。事

業者の定義につきましては、「営利・非営利を問わず、事業その他の活動を行う

法人その他の団体及び個人をいう。」という形にしていますので、ここは民間の
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企業、事業所だけではなく町会ですとか、婦人会ですとか地域の活動をされて

いるグループさんも全て含んだ形の表現内容にしております。それで、教育関

係者を入れている所、入れていない所いろいろあるかと思うんですが、今大阪

府内におきまして、その文言がどういった形になっているかっていうのが近畿

の所だけなんですが、資料を４－２の所に入れております。本市でいきました

ら第７条のあたりになるんですが、教育関係者の責務っていう所になります。

で、条文がずれるんですが、左側の松原、阪南、交野、羽曳野、市レベルの近

隣ではやはり教育関係者は含まれているという形があるかと思います。右側の

少し年代が古くなるんですが、岸和田、和泉、太子、熊取町、岬町、河南町い

ずれもやはり教育関係者の責務っていうのは明言化されておりますし、第１回

の検討委員会でも、教育の所で男女共同参画の視点をやはり学ぶということの

重要性っていうのを、委員の皆さま方強くおっしゃっていただいていましたの

で、事務局としましては本市の条文の中にもぜひ明言化したいということで入

れております。お願いいたします。 

 

【会 長】 

よろしいですか？ 

 

【委 員】 

はい、わかりました。じゃあすいません、ついでにもう１つだけ。国の基本

法にもあると思うんですけど、府は会議の組織とかそういう条文が確かあった

と思うんですけど、会議をどういう、有名な「１０分の４以上」とかそういう

あれがこの泉佐野の条例ではなかったんですけど、それは何か意味があるんで

すか。 

 

【事務局】 

ご指摘ありがとうございます。この内容につきましては、本市の２つ目の特

色であります柔軟、迅速な対応という所が繋がってくるところです。多くの市

におきましては同じように資料４－２をご覧いただきたいのですが、例えば泉

佐野市の１つ隣。松原市におきましては、第１６条で松原市男女共同参画推進

審議会、そういう組織を新たに起こしております。同じく阪南市におきまして

も第１８条、市の特色になりますので色をつけているんですが書いております。

お隣の交野市についても同様です。本市におきまして、あえて新たな組織を設

けていない理由は何なのかという所なんですが、やはり組織も大事ですが、こ

れまで泉佐野市で取り組んできました実績の中で、柔軟にいろんな関係機関と

横のつながりで持って共に取り組んできたっていう実績を活かした条例という

事で、あえて今回この条文を作るにあたりまして、新たな組織を設けるという

事を避けております。その事につきましては、この今の素案の特徴の一つにな
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っておりますので、もう少しご意見の方をいただけたらと思いますのでどうぞ

よろしくお願いします。 

 

【会 長】 

よそでは審議会等を設定している所もあるんですけれども。うちとしてこれ

までの経過の中ではこの審議会がこの条例に関する審議会、組織というような

形で当初から流れてきているという様な。でもあの、差別撤廃条例が基本にな

っておるという様なあたりで部落差別をはじめ、あらゆる差別について取り組

んでいくという様な事を踏まえての、この皆さん今日お集まりいただいている

審議会というようなことで。ここで、ここが受け皿になっていくという流れに

なっていってというような経過があるんですけども。そこらあたり、皆さんの

ご意見としてどうでしょうか。 

 

【委 員】 

会長おっしゃるのはこの審議会？ 

 

【会 長】 

はい、この審議会。受け皿になっているっていう。 

 

【委 員】 

で、それやったらちょっと、「隗より始めろ」で、１６人のうち女性が４人し

かいないっていうのは現状どうなんですか？ 

 

【委 員】 

現状ですよね・・・。 

 

【委 員】 

やっぱり女性にもっと入ってもらわんと。 

 

【会 長】 

よりよりの話の中で、テーマによってはあるいは全体としてもという様なこ

とを、今出ているご意見の通りかと思うんですけど。女性の代表がもっと出て

もらうような形の方がいいんちゃうかという様な話がよりより出てたんですけ

ど。 

 

【事務局】 

はい。検討委員会におきましては、審議員の皆様方の何名かの方お入りいた

だいているところです。総勢１２名の方お入りいただいていまして、検討委員
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会の方はフィフティ・フィフティ。６名６名の男女構成を取らせていただいて

おります。検討委員会の中で細かい所、２回、３回と郵送等で重ねていただい

た中で、それぞれの立場のご意見をいただいている所ですので、ご理解を頂け

ればと思います。 

 

【会 長】 

この審議会のあり方についてもちょっとひっかかるようなご意見があったと

思うんですけど。そこらあたり、今後の課題としてどんなんでしょうかね。 

 

【委 員】 

はい。私ちょっと外からなんで言わせてもらえたらと思うんですけど。例え

ばあの、人権課題は色んな課題があって、子どもとか障がい者とか、部落問題

とかあるいは女性の問題とかって。そういう様にウィングを広げてきたのがこ

の３０年間ぐらいですよね。それで、それぞれに各所に人権問題があって、人

権を自分の問題として考えた時に初めて力が出てくるというのが女性問題やっ

たわけですよね。で、女性問題っていうのは人権問題ですよ、皆でやりましょ

うって、そういう形になってきたと思うんです。そうすると、ウィングが広が

るという事はいいんだけれども、もう少し進化していくというか。例えば、Ｄ

Ｖなんていう様な課題であるとか、マタニティー・ハラスメントの問題である

とか、あるいは児童虐待とＤＶとの絡みであるとか、そういうちょっと進化し

た課題についていかに実行していくかとういう点では、この審議会でもよくや

っていただいていると思うんですけども、臨機応変という様な形にはならない

かなというように外から見たら思うんですね。それで例えば、ＤＶの問題であ

るとか、先程もあった様な女性の相談件数の中にＤＶが何件あるんですかって

いう、ちょっと込み入った課題であるとかなかなか機能しにくいというふうな

事がある。それから例えば、数値目標で基本方針でおっしゃっている様に審議

会は４０％、６０％どっちかが常に偏ってはいけないという目標値を掲げてい

るわけですね。大体の審議会は４割はどっちかの性にしようとなっていて、そ

れを各自治体が競い合っているんですよ、毎年数値出して。いや、うちはここ

がやったんや、国は大体女性の審議会を３０％を越えた、という事で今ちょっ

と偉そうに言うてるわけですね。で、自治体も言うてるんです。そういう様な

数値目標を掲げて、それで皆で頑張っていくという様な効果的な体制を作るた

めには、やっぱり検討委員会もそうなんですけど、検討委員会を超越したよう

な男女共同参画懇話会なり、検討委員会みたいなものはいるんじゃないかなと

私は思うんですけど。発展的に作られたらいいなあと思います。ネーミングっ

て大切なんですよね。人権もそうやけども、女性、共同参画というネーミング

が入った組織ができればいいなあと思います。 

 



- 20 - 

 

【会 長】 

今のご意見に頷いてる方かなりいらっしゃいますけど。 

 

【委 員】 

今チャンスじゃないですか。条例ができるっていう事で言うと。作るための

チャンス。 

 

【会 長】 

ええ。この機会に作っていってはどうかっていう事ですね。 

 

【事務局】 

７月の審議会の中でこれまでの泉佐野市の取り組みの資料、お話しをご審議

いただいた所ですが、過去には泉佐野市男女共同参画に関する市民懇話会って

いうのがありまして、そこの組織がこちらの人権擁護審議会に統合されたとい

う様な経過があります。そういった経過の中では、ひいては男女共同参画の人

権だけではなく、広くすべての人権を横の繋がりを網目を広くして一緒に取り

組んでいくという様な、そういう実践形式の方向転換、シフト転換という事で

統合されたという事を先の諸先輩方に聞かせていただいた所ですので、もう一

度今の時点におきまして、新たな組織をまた設ける方がいいのかどうかは改め

て検討の方をさせていただきたいと思っております。 

 

【委 員】 

すいません、先程の委員の意見ちょっと付け加えたいんですけども、確かに

おっしゃる通りある程度数値目標作らんと、どないもならんということですわ。

普通の審議会やったら１０分の４でもいいでしょうけども。せめて、男女共同

参画ですか？ それは２分の１にするべきやと思う。それを数値目標作らんと、

人によったら一人出てたら参画してるやんけって言う人もいてるんで、あんま

り平等２分の１っていうのは、せめて男女平等について話し合う会はした方が

ええんじゃないかっていうのは。それも目標立てて。 

 

【委 員】 

いいですか？ 条例のもとに作られる推進計画の中に、もちろん数値目標っ

ていうのは書いてるんですね？ 

 

【事務局】 

目標は４０％と定めておりますが、現在のところ２０％前後で推移しており

ます。 

 



- 21 - 

 

【会 長】 

ここの条例で取り上げている課題の中でも、これまでにあまり私自身として

も関わりが薄かったような反省もしているんですけども。まあ、先程出ていま

したカタカナで表現されているいろんな形でのハラスメントなんかも、深く相

談に応じていける体制っていう様な事になってきますと、やはり女性の立場の

ご意見というのがより重視されるというか、よく理解されておる立場のご意見

という様な形にもなってきますし。改めて今皆さんから出ている様な形で少な

くとも半々のメンバーで構成する。そういう専門的な何ていうんですか、理解

の、あるいは取り組みなさっている人たちの代表の人達も含まれる組織を作っ

ていく必要があるんではないかっていう様なご意見かと思います。まあ、今後

の課題として事務局の方でも検討を深めていって頂いたらと思います。他にご

ざいませんか？ 

 

【委 員】 

前文なんですけど、口調をもっとわかりやすくっていう事で「根強く残る固

定的な性別役割分担意識」とかそこらへんも含めて、もう一度事務局で「です

ます」のコメで書いてもらって、それを渡せば、皆さんに送ってもらうとか、

あるいは検討してもらうとかそういうようにするか、もしくは事務局の方に一

任するか。どうなんでしょうね。 

 

【会 長】 

時間的にどうなんですか？ パブリックコメント出すまで。 

 

【事務局】 

最終あくまでも、パブリックコメントでいただいた意見をもとに、年明け２

月、３月とまたご審議をいただく形になっておりますので、パブリックコメン

トの案としまして口語体、文語体、両方をまず作ったもので市民の皆さんに意

見を求めていくという形はいかがでしょうか。まず、来週なんですけどもその

２つの案を作ったものを郵送で検討委員の委員の皆様、並びに人権擁護審議会

の委員の皆様方にお送りさせていただきます。まだまだ不十分な状態ではある

んですが、まずはその段階でパブリックコメントを出しまして、２月以降もう

一度最終微調整をしていただくという手順で思っておりますので、そのあたり

よろしくご審議の方お願いいたします。 

 

【会 長】 

並行して皆さんのご意見をお伺いするという方法もあると思うんですけども、

今日はこう皆さんにご意見だしていただいた機会、あったかいうちにご意見を

お伺いするという。時間が空いたらどうしても冷めてしまうということもあり
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ますんで。もう、パブリックコメントは、それはそれで進めていくと。で、今

日は受けて少なくとも前文については早めに作って審議委員さんにお配りして

ご意見を求めるという様な形で。 

 

【委 員】 

前文は、今さっきの皆さんの意見でやさしくこういう形でしましょうよって

いうのになったから、それはもうそれで決めてしまわないんですか？ 

 

【事務局】 

その部分につきましては、事務局の考えとしては、今全体の総意には至って

いないのかなあと。文語体と口語体と並列した形の案づくりっていうのを今思

っているんですが。 

 

【委 員】 

両方やる？ 

 

【事務局】 

パターンという形で。 

 

【委 員】 

しんどない？ 

 

【事務局】 

いかがですか？ 逆に口語体っていう形で決めていただける様でしたら、そ

れで。 

 

【委 員】 

手直しして出したらええんちゃうん。決める方もしんどい。 

 

【委 員】 

言うた意見は取り入れてしたらええんちがうん？ 

 

【事務局】 

どうしますか？ それでよろしいですか？ ２回目の検討委員会の委員の皆

様方は、いろんな考え方があるんですけども、主流は文語体の方がいいかとい

う様な意見もありますので、ちょっとご報告が遅れて申し訳ないんですが、も

う一度決定の方をもし今日していただけるのであればありがたいことですので、

どうぞよろしくお願いします。 
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【会 長】 

先程の意見としたら、「ですます」へ変えていったらどうかっていう様な声が

多かったと思います。それで、パブリックコメントは出していくとしといた方

が、両方出したらまたああじゃこうじゃってなって、ここでせっかく声まとま

ってますから、はい。 

 

【事務局】 

ありがとうございます。 

 

【会 長】 

事務局として余裕があるんだったら今日その出来上がった段階でこの審議委

員さんに声を聞くという様なことも可能かなということです。予定しておりま

す時間もまあまあきてるんですけど。 

 

【委 員】 

先ほどの議論の中で教育関係者の責務が非常に大事だという様なことが言わ

れておりました。これを、こういうふうなことが案として出てますというのは

校長会とかそういう風なところで示しておく方がいいんちゃうかなと。 

 

【事務局】 

このですね、審議案をお出しさせていただいて検討委員会に人権教育担当参

事に教育委員会としてお入りいただいておりまして、おっしゃるように校園長

会等ですね、もっと学校と現場、あるいはＰＴＡ、子ども会活動等ですね、直

接子どもさんに関わるところにもしっかりとお伝えしていくという事でありが

とうございます。 

 

【会 長】 

他に全体を通じてございませんか？ 

 

【委 員】 

先程、事務局の方が泉佐野の条例の特色みたいなことを、他市にはない特色

の事をお聞きしたんですけれども、例えばこの条例を作ることで泉佐野は何を

主張したいんかと。で、あの僕こう言ったら失礼ですけど、笑っちゃったのは

静岡県の熱海市。熱海市の男女共同参画推進条例で、「当市は男女共同参画社会

の定性の精神に基づいて、観光文化産業をつきつめてします」って書いてある

んです。さすが旅館の町だけあって。でも「ああ、熱海ってやっぱりそれで生

きていくつもりやなあ」というのを感じたんですね。もし泉佐野やったら、泉
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佐野はこうやってやるんやと、こういうまちづくりをするっていうね。そうい

うのが絶対足らん。こうこう具体的な条文のあれじゃなくって。泉佐野はこれ

からどうやって生きていく、生きていくって言ったら変ですけど。そういうの

が表れたらいいんじゃないかなってちょっと思ったんです。 

 

【会 長】 

まあ、これを踏まえて市長さんがどういう方針を出すかという様なことにも

関わってくるのかなと思うんですけども。先程、本市の特性という様なことで

協働という事と、それから市民から相談があった時の対応っていう、そういう

あたりをこの条例の中で具体的に入れているのがまあ、この泉佐野市の条例の

特徴。他の市の条例とくらべて特徴と言えるという。事務局から説明あったん

ですけども。さらにその市の看板との関連という様な事になってくると、この

条例ができた段階でそれをどう活かしていくか、まあ市長さん中心とした行政

の役割かなという様に思いますけども。何かコメントあったら。 

 

【事務局】 

あの、毎年３月ぐらいは施政方針ということで来年１年間の市政について市

長から方針を述べるという事があるんです。その中で、できるだけこの共同参

画の条例の方を今年は入れていこうと思っています。ただ、今から市長とはこ

れを使ってどうしていくかという話まではいっていませんので。ただ、今おっ

しゃられたように、熱海なんかでしたら温泉として生き残っていくためにも使

っていくんだという事が前に出ているという事なので、泉佐野市として何がで

きるか、またこれから検討させていただきますのでどうぞよろしくお願いしま

す。 

 

【会 長】 

他に、全体を通じてございませんか？特にないようでしたら、その他の件で。 

 

【委 員】 

そしたら、質問という形で。今、「市民意識調査のご協力のお願い」というの

が配られていますが、１１月３０日までに投函と書かれているんですけども、

現状っていうんですかね、わかっている範囲で今回収中だと思うんですが。教

えてもらいたいと思います。 

 

【事務局】 

この意識調査ですが、抽出して３０００人の分を送らせていただきました。

で、１１月末を一応締切で返送を依頼したんですが、現在７８０の回答があり

ました。で、これからそれを業者に依頼して分析をしていただくという所です。
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で、ちょっと少ないんで、できたら業者さんも１０００ぐらいあったらってい

う事なんです。今、７８０ぐらいで分析したらどうですかねって言ったら、３，

４％ちょっと乖離が出るかなっていうふうに言われました。ただ、これから督

促を送ってもう一度という事もできませんので、一応調査票を印刷してできる

だけちょっと配って回収をしようかなあと思っている所です。誰が返ってきた

かわかりませんので、返ってきた人も含めて３０００人分もう一度、宛名シー

ルを出して礼状と出して返送していない方はまた返して下さいという督促を送

っていくと、だいぶ、もっと、２週間～３週間かかってしまいますんで。もう、

業者の方が、そしたらこの年度に間に合わないという事ですので、なるべくち

ょっとこちらの方で配って回収しようかなあと思っています。で、できたら１

０００近くまでもっていけたらなあと思っている状態です。 

 

【会 長】 

これ何年ぶりやったかな？ 

 

【事務局】 

２０年ぶりです。 

 

【会 長】 

まあ、財政状況の関係もあったりして長年途絶えてたと。大阪府の場合は５

年単位でやっておるそうですけど。 

 

【事務局】 

今年、大阪府の方が５年の分が入ってて、大阪府で３５００の発送みたいで

す。で、そのうち１５００の回収を目指しているという事でしたので、まあ、

それから比べたらまあまあ来てるかなあと思っているんですけど。 

 

【会 長】 

他、よろしいでしょうか？ はい。それではどうも、大変熱心に論議いただ

きましてありがとうございました。あと、また事務局の皆さんにはご苦労をお

かけするわけですけど、これを踏まえてということで後に活かしていって頂い

たらと思います。どうも長時間ありがとうございました。 


